





























側に吸収帯を有するジベンゾ-BODIPY 骨格を π 共役連携させている。当該色素を白金が担
持した階層的多孔質 TiO2に化学吸着させたところ、水素発生を見出した。色素の担持量を








 第 4章では、本研究をまとめ、将来展望を記述している。 
 
本論文は、エネルギー材料としての近赤外線吸収色素の有効利用を、光電気化学セルお
よび光触媒での水素製造研究のなかで明確にした点が評価される。耐久性など、無機材料
に比べてなお克服すべき点があるが、有機材料のもつ合成的多様性や加工性を生かした取
り組みが期待される中で、本研究の成果は意義深い。このように、本研究結果は、光エネ
ルギー利用技術に関して有効な化学的手法を提案した点で価値がある。 
本論文は博士（工学）に十分値すると判断される。 
